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みな
かみ議会だより

MINAKAMI DIET NEWS群馬県利根郡みなかみ町

　　  　　　　……………………… 7,11〜1724年度
補　正

一般質問

●写真／「平標の鐘」から望む山頂（仙ノ倉山）

議会構成が変わりました…… 1~5
議長・副議長あいさつ／委員会の構成

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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変わりました

就
任
あ
い
さ
つ

議

長
　

森

下

　

直

就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
　

河

合

幸

雄

　

こ
の
度
五
月
十
七
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
使
命
感
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
初
心
に
か
え

り
、
議
会
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

　

我
が
み
な
か
み
町
は
、
豊
富
な
自
然
の
中
で
資
源
や
恵
ま
れ
た

立
地
条
件
を
背
景
に
、
観
光
、
農
業
、
商
業
、
工
業
等
の
発
展
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

私
達
議
会
も
、
こ
れ
か
ら
の
諸
政
策
に
対
し
広
い
視
野
か
ら
取

り
組
み
、
住
民
各
位
の
協
力
の
下
、
町
当
局
と
共
に
意
欲
的
に
そ

の
解
決
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
に
対
す
る
諸
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
対
応
も

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
生
活
向
上
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
五
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
河
合
幸
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。森
下
議
長
を
支
え
、み
な
か
み
町
発

展
の
た
め
副
議
長
と
い
う
重
責
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
来
、今
な
お
日
本
全
国
が
復
興
の
真
只
中
で

あ
り
、我
が
み
な
か
み
町
も
い
ち
早
く
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、観
光
産
業
に
お
い
て
は
多
大
な
影
響
を
受
け
た

こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、厳
し
い
状
況
の
中
に
お
い
て
も「
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」が
国
の
全
体
構
想
認
定
を
受
け
る
な
ど
、町
の
活
性
化
へ
向
け
着

実
に
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
、商
業
・
地
場
産
業
の
活
性
化
、少
子
高
齢
者
対
策
、災

害
対
策
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、活
力
あ
る
み
な
か
み

町
の
実
現
に
向
け
て
、議
長
と
と
も
に
町
議
会
の
機
能
が
最
大
限
発

揮
で
き
ま
す
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議会構成が

前

議

長
　

久

保

秀

雄

退任あいさつ

前
副
議
長
　

小

野

章

一

　

五
月
十
七
日
開
催
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
の
職
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
就
任
以
来
、
二
年
間
に
亘
り
、
議
員
、
町

当
局
、
町
職
員
、
多
く
の
町
民
の
ご
理
解
の
も
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
職
責
を

全
う
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
し
て

み
な
か
み
町
の
発
信
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
か
み
町
は
平
成
十
七
年
合
併
致
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
は
合
併
算
定
替

増
額
分
の
交
付
税
が
受
け
取
れ
ま
す
が
、
二
十
八
年
以
降
、
増
額
分
は
減
額
さ
れ
、
三
十
三

年
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
社
会
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
福
祉

関
係
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
大
変
き
び
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
か
み
町
は
平
成
二
十
七
年
に
予
算
を
一
〇
〇
億
円
、
職
員
を
二
四
〇
人
に
す
る
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
歳
出
を
ど
の
よ
う
に
抑
制
す
る
か
と
と
も
に
、
い
か
に
し
て
歳

入
を
増
や
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
お
誓
い
し
、
退
任
に
あ
た
り
ま
し
て
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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委　
　

員　
　

会　
　

の　
　

構　
　

成

総務文教常任委員会

厚　生常任委員会

内海　敏久

河合　幸雄

島崎　栄一

林　喜美雄

久保　秀雄

小野　章一

中村　　正

原澤　良輝

鈴木　　勲委 員 長

林　　一彦委 員 長

阿部　賢一副委員長

中島　信義副委員長
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委　
　

員　
　

会　
　

の　
　

構　
　

成

産業観光常任委員会

議会運営委員会

河合　生博

林　　一彦

髙橋　市郎

阿部　賢一

小林　　洋

山田　庄一鈴木　　勲

原澤　良輝

森下　　直

河合　幸雄

山田　庄一委 員 長

河合　生博委 員 長

前田　善成副委員長

小林　　洋副委員長
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委　
　

員　
　

会　
　

の　
　

構　
　

成

教育環境特別委員会

議会だより編集特別委員会

広域議会監査委員

原澤　良輝

内海　敏久

林　喜美雄

前田　善成

林　　一彦

小林　　洋

小林　　洋

林　　一彦

髙橋　市郎委 員 長

阿部　賢一委 員 長

森下　　直議　　員中村　　正議会代表

内海　敏久副委員長

中島　信義副委員長

河合　幸雄議　　員
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●
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置

（
全
会
一
致
可
決
）

●
道
整
備
交
付
金
事
業
町
道

悪
戸
矢
瀬
線
道
路
新
設
工
事

請
負
変
更
契
約
締
結

●
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

徒
渡
橋
橋
梁
整
備
工
事
（
下

部
工
）
請
負
変
更
契
約
締
結

●
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
町
道
悪
戸
関
口
線
関

口
橋
橋
梁
整
備
工
事
（
上
部

工
）
請
負
変
更
契
約
締
結

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正

●
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

●
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

（
す
べ
て
全
会
一
致
可
決
）

項　　目 補　正　額 主　　　な　　　内　　　容 総　　　額

一 般 会 計 ▲1億9180万円
歳入　toto地域スポーツ施設整備助成金／▲1億2800万円　ほか

歳出　地域スポーツ施設整備事業／▲2億2037万円　ほか
126億8820万円

2　4　年　度　補　正　予　算（5月補正／全会一致可決）

5 月臨時議会 平成24年5月17日

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

発　

議

専
決
処
分
報
告

専
決
処
分
承
認

●●●●●●●●●イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

　議会では新たに特別委員会を設置いたしました。少子化問題を始め子どもたちを取り
巻く環境は様々な問題を抱えています。喫緊の問題として現在、幼保一環施設について
その方向性を調査中です。
　表は、町内の小学一年生（古馬牧・桃野・月夜野北・水上・藤原・新治）の児童数及
び推計値です。

年 平成24年（2012年） 平成30年（2018年）

児童人数 123人 93人

教育環境特別委員会新設
平成24年5月17日
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項　　目 補　正　額 主　　　な　　　内　　　容 総　　　額

一 般 会 計 1億3820万円

子ども手当／▲1億8423万円　　財政調整基金繰入金／8100万円
農業体質強化基盤整備促進事業補助金／4400万円
緊急雇用創出基金事業補助金／1063万円　ほか

し尿・浄化槽汚泥処理事業／1190万円
農業体質強化基盤整備促進事業補助金／4400万円
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業／1242万円
住宅新築改修費補助事業／1000万円
まちづくり交付金事業／▲1000万円
道整備交付金事業／▲1000万円
土地開発公社運営支援事業／2520万円　ほか

128億2640万円

月定 例 議 会666

2　4　年　度　補　正　予　算（6月補正／全会一致可決）

№ 件　　　　　　　名 提　　　出　　　者 付託委員会 審議結果

陳
情
１
「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見
書提出を求める陳情（3月議会より継続）

昭和村川額150-1
アジアと日本の平和と安全を守る
群馬県フォーラム
新井 英志

総務文教 継続審査

２
地方整備局の事務所・出張所の存続を求める
陳情

高崎市栄町6‐41
国土交通労働組合関東建設支部
群馬県協議会
議長　黒澤 教吉

産業観光 採　　択

●
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
可
決
）

●
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
二
十
三
年
度
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

●
一
般
財
団
法
人
み
な
か
み

農
村
公
園
公
社
の
経
営
状
況

●
み
な
か
み
町
土
地
開
発
公

社
の
経
営
状
況

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

次
の
方
々
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

堪
山
泰
賢
さ
ん
（
湯
原
）

中
島
智
雄
さ
ん
（
羽
場
）

（
す
べ
て
全
会
一
致
同
意
）

●
町
組
集
会
施
設
新
築
工
事

請
負
契
約

●
平
成
二
十
四
年
度
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
除

雪
ド
ー
ザ
（
八
ｔ
級
）
購
入

契
約（

す
べ
て
全
会
一
致
可
決
）

●
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定●
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
町
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び

運
営
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

●
町
印
鑑
条
例
等
の
一
部
改

正●
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
規
約
変
更

（
す
べ
て
全
会
一
致
可
決
）

発　

議

契
約
締
結

条
例
改
・
制
定

諮　

問

報　

告

　2日から10日の9日間の会期で開催されました。
　発議1件、報告4件、24年度補正予算1件、条例改・
制定5件、契約2件、諮問2件が提出され、審議の結果、
すべての議案を原案通り可決しました。
　6人の議員が、『医療・保険』『行政サービス』『地域
振興』『教育』等について、一般質問しました。

歳　

入

歳　

出
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告
総務文教常任委員会

6/15

　　町内視察

・消防団の現況
・町内の文化・教育施設

太陽光発電システム（水上中学校）

消防団新巻詰所観光客向けに整備が行われた（上：名胡桃城址　下：名胡桃城址案内所）

新
メ
ン
バ
ー
で
管
内
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

●
新
巻
詰
所
／
小
仁
田
消
防
車
／
上
津
詰
所

●
水
上
社
会
体
育
館
／
水
上
中
学
校
太
陽
光
パ
ネ
ル

●
名
胡
桃
城
址
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告
厚生常任委員会

6/5

　　町内視察

・水道とゴミ処理
・エコ社会への対応 ほ　

　か

廃
設
備
の
撤
去
が
待
た
れ
る
（
旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

上
組
受
水
池

電
気
自
動
車
用
の
充
電
設
備
が
設
け
ら
れ
た（
矢
瀬
親
水
公
園
）

新
メ
ン
バ
ー
で
管
内
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

●
旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
／
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク

●
に
い
は
る
こ
ど
も
園
／
月
夜
野
保
育
園

●
上
の
平
浄
水
揚
／
湯
原
中
継
ポ
ン
プ
場
／
上
組
受
水
池

●
月
夜
野
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
ぴ
っ
こ
ろ

●
矢
瀬
公
園

●
新
治
火
葬
場
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告
産業観光常任委員会

6/1,15,18

　　町内視察

・防災と道路整備
・観光施設 ほ　

　か

工
事
の
進
捗
状
況
を
視
察
（
徒
渉
橋
橋
脚
付
近
）

藤
原
と
玉
原
を
結
ぶ
ル
ー
ト
（
玉
原
道
路
）

町
内
に
は
農
業
用
な
ど
の
た
め
池
が
多
数
存
在
す
る

【
６
月
１
日
】

　

●
徒
渉
橋
橋
脚
／
下
新
田
線
／
恋
越
／
坤
六
峠
／
松
乃
井
ホ
テ
ル
下
護
岸
整
備
工
事

　

●
赤
沢
ス
キ
ー
場
／
ド
ー
ル
ラ
ン
ド
み
な
か
み
／
諏
訪
峡

　

●
獣
害
整
備
事
業

【
６
月
15
日
】

　

●
玉
原
道
路

【
６
月
18
日
】

　

●
た
め
池
調
査

新
メ
ン
バ
ー
で
管
内
視
察
（
６
／
１
）
の
ほ
か
、

６
／
15
・
６
／
18
に
は
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

6人が質問を行いました。

主　な　内　容

◦林　　一彦 1まちづくり交流課設置の

　　　　　意図・経緯・展望について　……………12

◦島崎　栄一 1家庭用ゴミ袋について　……………………………13

◦中島　信義 1地区・町民からの要望・陳情・請願について　…14

2駅名変更について

◦小林　　洋 1乳児保育および教育について　……………………15

◦原澤　良輝 1放射性物質による健康と生活への影響を

　　　　　　取り除くことについて　………………16

2公共工事でトラブルがあった場合の責任について

3国民健康保険の広域運営化について

◦前田　善成 1医療費と保険のこれからについて　………………17

2消防団のこれからについて

○一般質問とは
　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の

表明を求めるものです。

　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさ

せたり、結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策

を採用させるなどの目的と効果があります。

　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、

一人50分までとなっています。
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一般質問町政を問う

振興・交流に特化した組織が必要

まちづくり交流課
設置の経緯と今後は

町長

答
　

国
内
交
流
で
は
、
友
好
都

市
の
さ
い
た
ま
市
、
取
手
市

と
特
に
物
産
交
流
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
祭

り
、
利
根
川
河
川
ま
つ
り
な

ど
に
、
農
村
公
園
公
社
・
月

夜
野
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
Ｊ
Ａ
青

年
部
・
水
の
故
郷
な
ど
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
物
産
交
流
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
各

種
団
体
が
主
体
と
な
り
実
行

し
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
売

り
上
げ
は
三
〇
六
万
円
ほ
ど

で
す
。
そ
の
他
の
交
流
と
し

て
、
取
手
市
か
ら
の
親
子
体

験
ツ
ア
ー
や
取
手
花
火
大
会

へ
の
議
会
参
加
や
Ｅ
ボ
ー
ト

交
流
な
ど
で
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
ハ
ピ
ネ
ス
計
画
で
は

ス
ポ
ー
ツ
、
食
、
温
泉
、
歴
史
、

文
化
を
通
し
て
、
町
民
や
町

を
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
が
笑

顔
で
美
し
く
健
康
に
な
っ
て

欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で
で
き

た
計
画
で
す
。
現
在
は
７
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※

を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

連
合
国
際
学
院
と
の
交
流

雨にも負けず白熱の競技（Eボート交流会）

問
本
年
度
四
月
よ
り
ま

ち
づ
く
り
交
流
課
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
経
緯
と
目
的
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
　
　

こ
れ
ま
で
の

観
光
商
工
課
は
、
非

常
に
活
動
の
範
囲
が
広
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
集
中
的

に
産
業
振
興
そ
れ
に
連
動
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

組
織
が
必
要
な
の
で
、
課
の

新
設
を
し
ま
し
た
。

町
長

　

町
民
と
外
部
の
か
た
と
協

力
・
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
地
域
を
元
気
に
す

る
。
そ
れ
ら
を
地
域
経
済
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

特
に
商
工
会
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。問

設
置
し
て
か
ら
数
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
展
開
し
て
い
る
事
業
の

現
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

で
は
、
夏
に
町
内
の
中
学
生

が
同
学
院
を
訪
れ
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
大
学
側
か
ら
は
、
夏
の

弓
道
・
冬
の
ス
キ
ー
交
流
に

総
勢
四
六
名
の
学
生
が
当
町

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

問
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
事
業
展
開
・
展
望

を
計
画
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。答

　
　
　

中
野
区
で
は
、

独
自
の
交
流
制
度

が
あ
り
、
町
と
し
て
は
中
野

区
と
の
交
流
を
考
え
て
い
ま

す
。
都
市
の
こ
ど
も
た
ち
に

み
な
か
み
町
の
農
村
・
環
境

体
験
を
し
て
頂
き
た
い
と
い

町
長

う
、
区
要
望
に
沿
っ
た
交
流

か
ら
は
じ
め
て
い
き
た
い
。

答
　

台
湾
と
の
交
流
で
す
が
、

訪
問
調
査
や
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
台
湾
か
ら
の
年
間

二
〇
〇
〇
人
の
観
光
客
受
け

入
れ
実
績
の
あ
る
、
山
形
県

飯
豊
町
の
視
察
を
行
い
た
い
。

　

国
際
交
流
実
行
委
員
会
は

た
く
み
の
里
に
国
際
交
流
サ

ロ
ン
を
開
設
し
て
、
町
内
在

住
の
外
国
人
の
交
流
の
核
と

し
て
活
用
し
た
い
。

林　
　

一
彦
議　

　

員

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長

※ハピネス計画の７つのプロジェクト
①デサントとの協働による「スポーツタウンプロジェクト」
②ドールとの「ビューティアンドヘルスタウンプロジェクト」
③メディアと連携した「文化・芸術の町プロジェクト」
④商工会と連携した「みなかみブランドマーケティングプロジェクト」
⑤「移住定住プロジェクト」
⑥あすを担う人材を育成する「ひとを育むプロジェクト」
⑦「みなかみハピネス計画ＰＲプロジェクト」
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一般質問町政を問う
島
崎　

栄
一
議　

　

員

現
行
の
ゴ
ミ
袋
負
担
率
は
す
で
に
低
水
準
と
思
う

町
長

レ
ジ
袋
で
の
ゴ
ミ
出
し
認
め
る
べ
き

指
定
ゴ
ミ
袋
は
値
下
げ
で「
減
税
」を

指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
限
り
排
出
が
認
め
ら
れ
て
い
る

率
八
％
と
低
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

六
億
円
の
ゴ
ミ
処
理
費
、

こ
れ
は
全
額
税
金
で
い
く
べ

き
だ
と
、
町
民
代
表
で
あ
る

議
会
の
総
意
が
そ
う
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
は
何

も
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。

問
沼
田
・
昭
和
・
川
場

の
よ
う
に
組
合
方
式

で
ゴ
ミ
処
理
す
れ
ば
一
億
円

以
上
コ
ス
ト
が
下
が
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
負
担
金
を
と
ら
な
く

て
も
お
つ
り
が
で
ま
す
。

問
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
に
、
家
庭

用
ゴ
ミ
袋
を
無
料
で
く
ば
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
と
て
も
良
い
事
で
、
喜
ん

で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
年
金
収
入
で

暮
ら
す
の
は
、
な
か
な
か
た

い
へ
ん
で
す
。
一
枚
七
〇
円

の
ゴ
ミ
袋
代
は
、
高
く
感
じ

た
で
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
は
、
ゴ
ミ
袋
に

負
担
金
を
か
け
て
高
く
し
て

い
る
自
治
体
は
三
割
ほ
ど
。

大
多
数
は
、
沼
田
市
の
よ
う

に
実
費
の
み
で
一
枚
一
〇
円

と
、
み
な
か
み
町
の
七
分
の

一
の
値
段
で
す
。
住
民
税
な

ど
法
で
決
ま
っ
た
税
収
の
範

囲
で
や
り
く
り
し
て
行
政
を

す
る
べ
き
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ス
ー
パ
ー
や
商

店
で
買
い
物
の
と
き
に
渡
さ

れ
る
レ
ジ
袋
で
家
庭
用
の
ゴ

ミ
を
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
買
い
物
袋
と
し

て
使
い
、
ゴ
ミ
袋
と
し
て
使

え
ば
、
一
枚
の
袋
が
二
回
役

に
立
ち
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
の
町
の
ゴ
ミ
袋
は
、
無

料
の
レ
ジ
袋
と
の
差
を
無

く
す
意
味
で
、
一
枚
一
〇

円
に
値
下
げ
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
政
策
を
実
現
す
れ
ば
、

四
〇
〇
〇
万
円
の
減
税
と
同

等
で
、
た
い
へ
ん
に
喜
ば
れ

る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
最
近
の

経
済
不
況
を
考
え
る
と
、
こ

の
よ
う
な
「
徳
政
」
を
行
う

べ
き
時
期
で
す
。

答
　
　
　

ゴ
ミ
一
袋
あ

た
り
八
〇
〇
円
の

処
理
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

一
枚
七
〇
円
の
袋
代
は
負
担

町
長

答
　
　
　

広
域
組
合
の

形
で
や
っ
て
い
く
の

が
適
切
な
の
か
は
、
皆
さ
ん

と
相
談
し
な
が
ら
判
断
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。 町

長
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一般質問町政を問う

ハードル高いがやるべきと考える

町の玄関である新幹線駅
「みなかみ駅」に改名しては

町長

本町の玄関口として機能している上毛高原駅

中
島　

信
義
議　

　

員

み
駅
に
、
水
上
駅
を
水
上
温

泉
駅
に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、

相
当
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
　
　

み
な
か
み
町

の
玄
関
口
と
し
て
、

現
上
毛
高
原
駅
は
非
常
に
重

要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

駅
を
み
な
か
み
駅
に
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
町
民
の
大
多

数
の
賛
成
が
得
ら
れ
る
の
で

は
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
だ
け
で
な
く
、
周
辺

市
町
村
の
方
々
に
も
理
解
を

得
る
こ
と
も
不
可
欠
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
町
民
の
方
々
と
関
係

団
体
が
一
緒
に
な
っ

て
、
実
現
に
向
け
て
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
た
ら
と
思
い
ま

す
が
。答

　
　
　

ハ
ー
ド
ル
は

高
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
民
の
総
意
で
動
か
し
始
め

る
時
期
だ
し
、
い
ま
始
め
な

け
れ
ば
と
の
認
識
は
持
っ
て

い
ま
す
。 町

長
町
長

問
上
毛
高
原
駅
は
、
み

な
か
み
町
の
玄
関
口

と
し
て
重
要
な
駅
で
す
。

　

県
外
の
方
々
よ
り
、
分
か

り
づ
ら
い
と
の
声
も
あ
り
ま

す
。
上
毛
高
原
駅
を
み
な
か

■
町
民
か
ら
町
へ
の
要
望

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か

問
二
十
一
年
度
か
ら
三

年
間
に
提
出
さ
れ
た
、

要
望
・
陳
情
・
請
願
書
等
は

相
当
な
数
に
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。答

　
　
　

緊
縮
財
政
で

す
が
、
あ
れ
も
で
き

な
い
、
こ
れ
も
で
き
な
い
で

は
な
く
、
あ
る
程
度
必
要
な

物
に
つ
い
て
は
選
択
し
な
が

ら
手
当
を
し
て
い
ま
す
。

問
陳
情
・
請
願
に
つ
い

て
議
会
で
受
理
・
採

決
さ
れ
た
物
は
、
町
民
の
代

表
で
も
あ
る
議
会
の
総
意
と

町
長

し
て
町
行
政
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
な
り
に
重
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
　
　

議
会
で
議
論

し
採
決
さ
れ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
非
常
に
重
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
必
要
性
、
緊
急
性
の

高
い
要
望
に
つ
い
て

は
、
数
年
ご
と
に
状
況
を
議

会
お
よ
び
提
出
者
に
知
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

答
　
　
　

総
務
課
で
ま

と
め
て
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長

町
長
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一般質問町政を問う
小
林　
　

洋
議　

　

員

特
別
委
報
告
１※

踏
ま
え
民
営
こ
ど
も
園
へ

町
長

月
夜
野
地
区
に
お
け
る

幼
保
教
育
の
今
後
を
問
う

問
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
情
勢
・
家
族
形

態
が
変
化
す
る
中
、
病
後
児

保
育
の
需
要
は
増
す
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え

と
、
現
在
開
始
し
て
い
る
に

い
は
る
こ
ど
も
園
で
の
病
後

児
の
保
育
の
現
況
は
？

答
　
　
　

地
域
で
安
心

し
て
子
育
て
を
で
き

る
よ
う
、
環
境
の
整
備
に
努

め
た
い
。
そ
の
他
の
意
見
に

対
し
て
も
よ
く
聞
き
な
が
ら
、

拡
大
・
強
化
す
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

　

病
後
児
保
育
の
現
況
に
つ

い
て
は
、
現
在
利
用
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

問
現
在
、新
治
地
区（
町

立
）
水
上
地
区
（
私

立
）
に
お
い
て
認
定
こ
ど
も

園
が
開
園
し
運
営
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
月
夜
野
地
区
に

お
い
て
今
後
の
幼
保
・
教
育

に
つ
い
て
の
考
え
及
び
計
画

は
？答

　
　
　

平
成
二
十
一

年
の
特
別
委
員
会
報

告
を
基
本
に
民
営
化
・
幼
稚

園
の
統
合
等
を
踏
ま
え
、
こ

ど
も
園
の
建
設
（
町
）
運
営

は
、
民
営
化
す
る
方
向
が
原

則
で
あ
り
基
本
的
な
考
え
で

す
。

　

ま
た
、
今
回
議
会
の
中
に

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
教

育
環
境
特
別
委
員
会
の
議
論

も
踏
ま
え
、
執
行
に
当
た
っ

町
長

月夜野保育園は民間により運営されている

■
病
後
児
保
育
２※

に
い
は
る
こ
ど
も
園
で
の
現
況
は

て
い
き
た
い
。

問
月
夜
野
保
育
園
（
民

営
）
は
、
安
心
・
安

全
に
対
し
て
の
問
題
解
決
を

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
す
が
？

答
　
　
　

今
回
で
の
特

別
委
員
会
で
、
こ
の

問
題
も
含
め
て
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
答
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

各
関
係
方
面
と
調
整
し
な
が

ら
、
な
る
べ
く
早
く
対
応
し

た
い
。

　

又
、
議
会
で
の
議
論
が
途

中
段
階
で
も
、
連
絡
を
密
に

し
必
要
な
体
制
を
整
え
て
い

け
れ
ば
、
問
題
解
決
の
早
道

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

問
に
い
は
る
こ
ど
も
園

は
三
年
を
め
ど
に

民
営
化
す
る
方
向
で
し
た
が
、

町
営
継
続
の
理
由
は
？

答
　
　
　

国
の
子
ど
も

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

法
案
化
を
念
頭
に
検
討
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
法
案

の
取
り
扱
い
が
非
常
に
不
透

町
長

明
な
の
で
、
国
会
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
ゆ
き
ま

す
。

※
１　

教
育
施
設
等
検
討
特
別
委

員
会
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年

十
二
月
議
会
で
提
出
さ
れ
た
最

終
報
告
で
は
、
月
夜
野
地
区
の

保
育
園
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
に

つ
い
て
「
こ
ど
も
園
や
民
営
化
、

幼
稚
園
の
統
合
等
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

※
２　

病
後
児
保
育
（
病
児
保
育
）

　

児
童
が
病
気
・
病
後
回
復
期
な

ど
で
集
団
保
育
が
困
難
な
場
合
に
、

園
内
に
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
保
育
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
。
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一般質問町政を問う

■
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

負
担
増
へ
引
き
ず
ら
れ
な
い
運
営
を

問
国
保
が
県
単
位
に
広

域
化
さ
れ
ま
す
。
国

保
税
が
高
い
方
に
平
準
化
さ

れ
な
い
運
営
が
必
要
で
す
。

答
　
　
　

県
が
運
営
に

責
任
を
負
う
の
で
、

町
単
独
よ
り
安
定
運
営
の
方

向
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

町
長

原
澤　

良
輝
議　

　

員 線量が国基準下回るので不要

放射性物質の除染
町が対策・支援を

問
水
道
や
下
水
な
ど
の

汚
染
状
況
は
。

答
　
　
　

水
道
水
は
検

出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

下
水
汚
泥
は
二
〇
〇
ベ
ク
レ

ル
を
超
え
た
六
二
ト
ン
は
保

管
し
て
い
ま
す
。

町
長

ガイガーカウンター

工事中の徒渉橋の橋脚部分

問
国
は
、
セ
シ
ウ
ム
等

を
個
人
で
除
染
す
る

難
し
さ
か
ら
、
私
有
地
は
自

治
体
の
責
任
で
除
染
す
る
よ

う
に
定
め
ま
し
た
。
除
染
対

策
室
を
設
置
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答
　
　
　

調
査
の
結
果
、

国
の
基
準
を
超
え
な

い
の
で
、
除
染
計
画
は
作
成

し
ま
せ
ん
し
、
対
策
室
設
置

の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

町
長

問
基
準
が
変
更
に
な
り
、

し
い
た
け
な
ど
風
評

被
害
で
大
変
な
生
産
者
へ
の

緊
急
支
援
が
必
要
な
の
で
は
。

答
　
　
　

農
協
や
県
協

議
会
を
通
じ
て
補

償
交
渉
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
ぎ
融
資
の
制
度
も
あ
り
、

し
い
た
け
等
も
要
望
は
町
が

間
に
入
り
協
議
中
で
す
。

町
長

■
公
共
工
事
で
の
ト
ラ
ブ
ル

町
と
し
て
の
責
任
は

答
　
　
　

季
節
外
れ
の

豪
雨
で
し
た
が
「
仮

締
切
り
堤
の
強
度
不
足
」
が

原
因
で
す
。

問
水
量
は
基
準
点
以
下

だ
っ
た
の
で
、
強
度

不
足
の
ほ
か
に
、
工
法
の
変

更
は
杭
打
ち
地
点
の
調
査
が

少
な
い
の
で
は
。
今
回
の
工

事
が
悪
例
に
な
ら
な
い
よ
う

に
対
策
を
。

答
　
　
　

変
更
後
の
断

面
計
算
が
不
足
し
た

こ
と
。
ボ
ー
リ
ン
グ
が
一
カ

所
で
は
不
十
分
で
し
た
。
補

助
金
な
ど
の
範
囲
で
な
く
、

十
分
な
調
査
を
す
る
こ
と
を

今
回
の
教
訓
と
し
た
い
。

町
長

町
長

町長

問
徒
渉
橋
橋
脚
工
事
は

事
故
で
当
初
契
約
の

一
・
五
倍
の
工
事
費
に
な
り

ま
し
た
が
、
町
の
責
任
は
。
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一般質問町政を問う
前
田　

善
成
議　

　

員

食
育
等
も
含
め
検
討
し
た
い

町
長

医
療
費
抑
制
図
る
た
め

医
療
健
康
に
つ
い
て
教
育
し
て
は

■
消
防
団
活
動
へ
の
支
援

装
備
の
充
実
や
税
控
除
等
待
遇
向
上
を

の
協
調
で
団
員
一
人
当
た
り

十
万
円
の
課
税
控
除
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問
経
産
省
の
補
助
を
町

で
も
ら
い
、
集
会
所

や
学
校
で
実
験
的
に
携
帯
端

末
を
利
用
し
た
、
モ
バ
イ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
モ

バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
か
？

　

ま
た
、
負
荷
方
式
の
保
健

制
度
は
、
公
平
で
良
い
制
度

で
す
が
、
国
民
皆
保
健
を
維

持
す
る
方
法
と
し
、
積
み
立

て
方
式
な
ど
の
提
案
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
　

事
業
の
適
用

可
能
性
に
つ
い
て
は

勉
強
し
ま
す
。

町
長

答
　
　
　

消
防
協
力
制

度
の
創
設
や
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
対
応
な
ど
、

消
防
団
活
動
に
は
、
町
は
協

力
し
て
行
き
た
い
。

　

徴
収
分
を
非
課
税
に
す
る

こ
と
は
難
し
く
複
雑
で
す
。

活
動
費
の
経
費
を
総
体
で
一

割
増
や
す
よ
う
な
扱
い
に
な

る
か
、
財
政
全
体
を
見
な
が

ら
考
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
所
単
位
で
考
え
、
協

力
を
仰
ぐ
県
の
取
り
組
み
は

大
切
で
、
実
績
等
確
認
し
な

が
ら
話
を
持
っ
て
行
き
た

い
。

町
長

問
究
極
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
消
防
団
の
意

味
、
意
義
も
大
き
く
成
り
ま

問
医
療
費
は
、
保
険
料

に
影
響
し
ま
す
。
高

額
医
療
費
な
ど
を
抑
制
し
、

保
険
料
を
削
減
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
平
均
よ
り

低
い
特
定
検
診
の
受
診
率
の

群
馬
県
で
、
高
額
医
療
を
削

減
す
る
方
法
は
、
子
供
の
時

代
か
ら
検
診
等
の
重
要
性
を

教
育
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

軽
度
の
病
気
は
地
元
の
開

業
医
を
使
い
、
診
療
報
酬
を

安
く
す
る
。
中
核
病
院
の
群

大
な
ど
は
使
わ
な
い
指
導
を

行
い
、
健
康
維
持
の
食
育
を

行
う
た
め
の
、
開
業
医
と
栄

養
教
諭
が
行
う
教
室
の
開
催

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
　

み
な
か
み
の

医
療
費
は
群
馬
県
で

は
平
均
的
で
す
が
、
利
根
沼

田
で
は
高
い
よ
う
で
す
。
高

齢
医
療
の
低
下
の
為
、
子
供

を
教
育
す
る
事
で
親
の
教
育

に
も
つ
な
げ
て
行
く
と
い
う

提
言
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
順
は
正
確
に

行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
地
産
地
消
の
推
進
、
食

育
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

開
業
医
や
保
健
士
を
活
用
す

る
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、

真
剣
に
検
討
し
た
い
。

町
長

方
面
団
に
支
給
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

す
。
住
民
か
ら
求

め
ら
れ
る
仕
事
は
、

消
防
士
と
同
じ
で

す
。

　

そ
こ
で
、
消
防

士
並
の
装
備
の
充

実
や
退
団
時
期
の

明
確
化
が
で
き
ま

す
か
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
が
、
遠
慮
な

く
活
動
出
来
る
よ

う
な
報
酬
の
税
金

徴
収
の
代
理
化
、

無
税
化
、
県
と



みなかみ議会だより（第28号）18

15（金）第3回みなかみ町議会6月定例会
武尊山山開き（武尊牧場）
ホタル水棲生物供養（螢月亭）

18（月）第3回みなかみ町議会6月定例会

６　

月

谷川岳をきれいにする会総会（観光会館）
19（火）第3回みなかみ町議会6月定例会
20（水）第3回みなかみ町議会6月定例会
21（木）第3回みなかみ町議会6月定例会
22（金）第3回みなかみ町議会6月定例会（閉会日）
23（土）小学生総体ホッケー大会（緑地）
28（木）利根沼田公衆衛生協会水上支部総会（水上公民館）
30（土）ホタル観賞の夕べ（矢瀬公園）

1（日）谷川岳山開き
環境省意見交換会（猿ヶ京ホテル）
なつこ後援会新曲発表会（聚楽）

2（月）谷川岳エコツーリズム認定書授与式（ロープウェイ）
3（火）非核平和行進
4（水）台湾視察事前研修会（〜5、山形）
5（木）スキー場連絡協議会（水上公民館）

北毛地区GG大会（ホッケ一場）
議会だより編集特別委員会

6（金）沼田記者クラブ情報交換会（姫本）
8（日）2012年国民平和大行進
9（月）利根沼田行政懇談会（片品村）
10（火）農村公園公社祝賀会（桃李館）
11（水）教育環境特別委員会

７　

月

12（木）神奈川県葉山町視察来町
議会だより編集特別委員会

13（金）定例議長会
議員協議会

15（日）都市間交流（市民会館うらわ）
16（月）利根沼田議員親善ゴルフ大会
18（水）沼田商工会議所会長来町

国道401号期成同盟会総会（〜19、東京町村会館）
議会運営委員会
全員協議会
議会だより編集特別委員会

20（金）玉原道路期成同盟会総会（中央公民館）
25（水）土木行政懇談会

第4回みなかみ町議会7月臨時会
27（金）暴力追放推進協議会理事会・総会（沼田警察署）
30（月）全国議会広報研修会（〜31、東京）

広域組合議会（文化会館）
利根川源流森林整備協議会

議会の動き ＊平成24年５月〜７月
※議会議員および議長が出席した行事

1（火）全員協議会
2（水）小中学校教育研究会講演会・総会（カルチャー）
7（月）町ゲートボール協会町長杯争奪戦（月夜野GB）

ホタルを守る会役員総会（保健センター）
8（火）議長・事務局長研修会（東京全国町村会館）

公衆衛生協会新治支部総会
中野区視察来町

9（水）商工会女性部通常総会（聚楽）
議長・事務局長研修会（東京全国町村会館）

14（月）老連ゲートボール大会（月夜野GB）
定例議長会　他5会議

16（水）沼田法人会（榛名の森）

５　

月

17（木）第2回みなかみ町議会5月臨時会
土地開発公社監査及び理事会

18（金）部落解放同盟定期大会（前橋公社ビル）
23（水）高齢者等支援ネットワーク連絡協議会
24（木）水上防犯協力会車両パレード

利根沼田公衆衛生協会総会（ひがきホテル）
25（金）土地開発公社決算監査

バスカード関係会議
28（月）R17沼田バイパス促進期成同盟会（県民局）

利根地方総合開発協会理事会総会（県民局）
土地開発公社理事会

29（火）全国町村議会議長・副議長研修会（〜30、東京）
JA第20回通常総代会（文化会館）

31（木）民生委員・児童委員協議会総会（福祉センター）

1（金）産業観光常任委員会管内視察
3（日）利根沼田消防団ポンプ操法大会（沼田公園）

平標山山開き（新治支所）
5（火）議会運営委員会

厚生常任委員会現地視察
6（水）教育環境特別委員会
7（木）護国神社評議員合同会議（護国神社）

６　

月

総文常任委員会
湯原振興会総会（ひがきホテル）

9（土）赤谷湖Eボート大会（休み石広場）
利根商吹奏楽部定期演奏会（文化会館）

10（日）みなかみ町俳句大会（水上公民館）
11（月）ググッとぐんま観光キャンベーン首都圏説明会

正副委員長会議
13（水）第3回みなかみ町議会6月定例会（開会日・一般質問）

議会だより編集特別委員会
14（木）第3回みなかみ町議会6月定例会（一般質問）

利根沼田防火協会連合会総会（辰巳館）

議会を傍聴して
みませんか？

─お問い合わせは─ 議会事務局まで
☎25‐5023（直通）

◆9月の定例会は、
　4～12日を予定しております。

議会だより編集
特別委員会

◆委 員 長	 阿部　賢一
◆副委員長	 中島　信義
◆委　　員	 小林　　洋
	 内海　敏久
	 前田　善成
	 林　　一彦
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み
な
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だ
よ
り

？？ふるさとクイズ
★正解者の中から抽選で5名様に粗品を
進呈致します。

　ぜひご応募ください。

問
題
みなかみ町内の小学校は何校あるでしょうか？
　　　　Ⓐ．3校　Ⓑ．5校　Ⓒ．6校

ハガキに住所・氏名・答えを記入して下記宛にご応募ください。
　〒379-1393　群馬県利根郡みなかみ町後閑318　
　みなかみ町議会事務局　議会だより「ふるさとクイズ」係
締切：平成24年8月31日（当日消印有効）
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。

応募の
きまり

駅
前
通
り
を
御
輿
が
練
り
歩
く

う
な
ど
、
回
を
追
う
毎
に
祭

り
の
規
模
や
内
容
が
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は

二
〇
〇
人
を
超
え
る
中
国
人

留
学
生
の
参
加
を
受
け
入
れ
、

ま
た
台
風
に
よ
り
中
止
に
は

な
り
ま
し
た
が
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
の
実
施
も
試
み
ま

し
た
。

　
「
お
い
で
祭
り
」
の
最
大

の
目
的
は
「
参
加
者
が
心
か

ら
楽
し
め
る
祭
り
」
で
す
。

こ
の
祭
り
が
将
来
、
青
森
の

「
ね
ぶ
た
祭
り
」
や
浅
草
の

「
三
社
祭
」
の
よ
う
に
見
て

い
る
お
客
様
も
心
か
ら
楽
し

め
る
祭
り
に
発
展
し
て
い
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
復
活
開
催
の
方
針
は

「
生
涯
続
け
て
い
け
る
祭
り
」。

補
助
金
に
頼
ら
ず
自
立
運
営

す
る
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
手
ぬ
ぐ
い
を
製
作
・
販
売

し
て
、
そ
の
差
益
を
運
営
費

に
当
て
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
夜
に
「
お
い
で
踊

り
パ
レ
ー
ド
」、
二
日
目
の

昼
に
「
御
輿
渡
御
」
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な
祭
り
で
す

が
、
踊
り
の
参
加
チ
ー
ム
数

は
年
々
増
加
し
、
ま
た
御
輿

渡
御
で
は
出
発
場
所
を
メ
イ

ン
会
場
か
ら
Ｓ
Ｌ
列
車
の
到

着
時
間
に
合
わ
せ
て
水
上
駅

前
に
変
更
、
さ
ら
に
新
治
地

区
か
ら
烏
天
狗
御
輿
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

　
「
お
い
で
や
お
い
で
、
み

な
か
み
お
い
で
！
」
平
成

十
九
年
九
月
、
温
泉
街
の
夜

空
へ
声
高
々
に
響
き
渡
り

「
お
い
で
祭
り
」
が
復
活
し

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
五
年
が

経
ち
、
今
年
九
月
に
第
六
回

目
の
「
お
い
で
祭
り
」
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
町
村
合
併

に
よ
り
消
滅
し
た
旧
水
上
町

夜
は
パ
レ
ー
ド
の
か
け
声
が
温
泉
街
に
響
き
渡
る

お
い
で
祭
り

お
い
で
祭
り
実
行
委
員
長　

林　

昇
（
藤
原
）

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
祭
り

を
、
有
志
の
手
づ
く
り

に
よ
り
復
活
さ
せ
た
新

生
「
お
い
で
祭
り
」
で

す
。
有
志
で
結
成
し

た
「
お
い
で
祭
り
実
行

委
員
会
」
は
、
こ
の
祭

り
を
子
ど
も
の
頃
か
ら

親
し
ん
で
き
た
三
十
代
、

四
十
代
世
代
に
二
十
代

の
若
手
メ
ン
バ
ー
を
加

え
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

９
月
１
日
土　

お
い
で
踊
り

９
月
２
日
日　

御
輿
渡
御

今
年
の
お
い
で
祭
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


